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ぼ く と わ た し の 絵

と
っ
て
も
緊
張
し
た
お
ゆ
う
ぎ
会
。

が
ん
ば
っ
て
踊
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん

が「
上
手
だ
っ
た
ね
」と
た
く
さ
ん

ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。

福
山
　
瞳
花
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

さ
く
ら
組
み
ん
な
で「
南
中
ソ
ー
ラ

ン
」を
踊
り
ま
し
た
。
踊
り
が
難
し

く
て
、
覚
え
る
の
が
大
変
で
し
た

が
、
か
っ
こ
よ
く
で
き
ま
し
た
。

奥
山
　
佳
利
奈
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

と
う
か

ふ
く
や
ま

か
り
な

お
く
や
ま

12

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

む
つ
き

Ja
nu
ar
y

１
月

睦
 月

畠
　
山
　
心
　
菜
ち
ゃ
ん

Ｈ
24
・
10
・
１
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
賢
寿

（
マ
マ
）
幸
子

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

た
く
さ
ん
食
べ
て
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
優
し

い
子
に
な
っ
て
ね
♥

人
の
動
き

男
　
1,
37
1人
（
－
５
人
）

女
　
1,
46
5人
（
－
２
人
）

計
　
2,
83
6人
（
－
７
人
）

世
帯
数
94
8世
帯（
±
０
世
帯
）

（
平
成
25
年
11
月
30
日
現
在
）
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DECEMBER

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
26
年

ガ
ー
ネ
ッ
ト（
柘
榴
石
）

̶
 友
情
・
忠
実
 ̶

誕
生
石

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
祭
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０
１
４
年
１
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

は
た
け

や
ま

こ
こ

な

日
曜

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

12月８日　しんごうクリスマスフェスタ2013
（関連記事５ページ）

12月８日　しんごうクリスマスフェスタ2013
（関連記事５ページ）

１
水
●
元
旦

５
日
消
防
団
出
初
式

６
月
官
庁
仕
事
始
め

新
郷
温
泉
館
休
館
日

８
水
行
政
相
談

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

美
郷
館

美
郷
館

特
定
健
診（
～
10
日
）

10
金
資
源
ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

健
診
結
果
説
明
会

11
土

村
民
憲
章
推
進
大
会
兼
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

13
月
●
成
人
の
日

15
水
３
学
期
始
業

特
定
健
診（
～
17
日
）

17
金
資
源
ご
み（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）収
集
日

乳
児
・
１
歳
６
ヶ
月
・
２
歳
児
健
診

18
土
平
成
26
年
新
郷
村
新
春
の
集
い

20
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

22
水
特
定
健
診（
～
24
日
）

24
金
資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

27
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

29
水
特
定
健
診（
～
31
日
）

村
小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

31
金
国
民
健
康
保
険
税
普
通
徴
収
第
４
期
納
期
限

介
護
保
険
料
普
通
徴
収
第
４
期
納
期
限

後
期
保
険
料
普
通
徴
収
第
４
期
納
期
限

Is Santa Claus an uncle？
サンタさんはおじさんですか？

Or is he a grandfather？
それとも、おじいさんですか？

Is Santa Claus an uncle？
サンタさんはおじさんですか？

Or is he a grandfather？
それとも、おじいさんですか？



２

　10
月
24
日
、
皇
居
で
行
わ
れ
た

新
嘗
祭
献
穀
献
納
式
に
、
平
葭
實

さ
ん
ご
夫
妻（
川
代
日
向
）が
参
列

し
、
天
皇
陛
下
に
粟
を
献
上
し
ま

し
た
。

　平
葭
さ
ん
は
、
三
八
地
域
県
民

局
農
業
普
及
室
の
指
導
の
も
と
、

５
月
10
日
に
粟
の
種
を
ま
き
、
同

じ
集
落
に
住
む
人
か
ら
育
て
方
の

コ
ツ
を
聞
く
な
ど
し
て
、
本
業
の

農
業
の
か
た
わ
ら
粟
の
栽
培
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　丹
精
込
め
て
育
て
た
粟
は
、
実

り
の
秋
に
は
り
っ
ぱ
な
穂
を
つ

け
、
県
の
担
当
職
員
も
目
を
見
張

る
ほ
ど
の
出
来
栄
え
で
、
平
葭
さ

ん
も
や
っ
と
肩
の
荷
が
降
り
た
様

子
。　献

納
式
に
妻
の
ト
ミ
子
さ
ん
と

と
も
に
参
列
し
た
平
葭
さ
ん
は
、

「
皇
居
で
は
何
も
か
も
初
め
て
の

こ
と
ば
か
り
で
緊
張
し
た
が
、
本

村
ゆ
か
り
の
佐
々
木

郁
夫
副
知
事
も
同
行

し
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
、
心
強
か
っ
た
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　11
月
７
日
、
五
戸
町
で
開
催
さ

れ
た
交
通
安
全
青
森
県
民
大
会
受

賞
祝
賀
会
に
お
い
て
、
交
通
安
全

活
動
に
尽
力
し
た
方
々
と
各
種
団

体
等
に
、
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
村
の
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
管
区
局
長
賞

功

　労

　者
＝
長
根
一
男
さ
ん

優
良
学
校
等
＝
野
沢
中
学
校

○
緑
十
字
銅
章

功

　労

　者
＝
高
見
憲
一
さ
ん

○
本
部
長
賞

功

　労

　者
＝
岡
田
寿
夫
さ
ん

功
労
団
体
＝
長
功
物
産

優
良
学
校
等
＝
西
越
小
学
校

○
県
協
会
長
賞
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

佳
作

佐
々
木
愛
美
さ
ん（
野
沢
中
１
年
）

　10
月
25
日
に
、
つ
が
る
市
で
開

催
さ
れ
た
青
森
県
統
計
大
会
で
、

鳥
谷
部
裕
子
さ
ん（
大
畑
）が
、
長

き
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
を
務
め

た
と
し
て
、
青
森
県
統
計
協
会

（
会
長

　三
村
申
吾
）か
ら
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　11
月
12
日
に
受
賞
の
報
告
の
た

め
須
藤
村
長
の
も
と
を
訪
れ
た
鳥

谷
部
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
統
計

調
査
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　11
月
15
日
、
東
京
の
日
比
谷
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
た
全
国
社
会
福

祉
大
会
で
、
本
村
の
社
会
福
祉
協

議
会
が
、「
和
の
家
」の
生
活
支
援

活
動
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　式
典
に
は
、
工
藤
茂
雄
副
会
長

が
出
席
し
、
同
月
25
日
に
田
島

英
男
会
長
が
須
藤
村
長
に
受
賞
の

報
告
を
し
ま
し
た
。

　11
月
13
日
、
冬
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ハ
ウ
ス「
新
郷
村
和
の
家
」の
入
所

式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
15
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
に
入
居
し
た
の
は
、
永
野

み
ち
よ
さ
ん（
89
歳

　羽
井
内
）と

松
森
ふ
み
さ
ん（
86
歳

　水
沢
）の

２
人
。
２
人
は
昨
年
と
同
じ
メ
ン

バ
ー
だ
け
に
、
気
心
が
知
れ
て
い

る
と
あ
っ
て
常
時
笑
顔
。

　入
所
式
で
は
、
須
藤
村
長
が

「
こ
こ
は
日
当
た
り
も
い
い
し
、

３
月
ま
で
元
気
に
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
田
島
英
男

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が

「
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
こ

の
和
の
家
が
、
住
民
の
生

活
支
援
を
推
進
し
た
と
し

て
、
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
」

と
報
告
。
こ
の
後
管
理
人

の
紹
介
が
あ
り
、
入
居
者

２
人
に
、
須
藤
村
長
か
ら

記
念
品
を
贈
呈
。
和
の
家

検
討
委
員
会
委
員
長
の
細

川
真
理
子
さ
ん
の
音
頭
で

乾
杯
を
し
、
入
所
を
祝
い

ま
し
た
。

　11
月
28
日
、
村
で
は
新
し
い
除

雪
ド
ー
ザ
を
購
入
し
ま
し
た
。

１
．
品
名

除
雪
ド
ー
ザ

　１
台（
11
㌧
級
）

汎
用
プ
ラ
ウ
・
ス
ラ
イ
ド
式

２
．
購
入
先

㈱
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｊ

３
．
価
格

１
、５
７
５
万
円

　除
雪
作
業
を
安
全
・
迅
速
・
効

果
的
に
行
う
た
め
に
、
昨
年
同
様

住
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

  

11
月
８
日
、
戸
来
三
嶽
神
社
に

お
い
て
、
村
内
の
事
業
者
や
消
防

団
関
係
者
等
が
出
席
し
、
交
通
安

全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　初
め
に
、
五
戸
警
察
署
の
坂
本

交
通
課
長
か
ら
、
県
内
及
び
五
戸

管
内
の
交
通
事
故
等
の
状
況
な

ど
、
交
通
安
全
講
話
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
拝
殿
へ
と
移
動
し
、

交
通
安
全
を
祈
願
。
県
内
１
位
と

な
っ
て
い
る
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

の
記
録
を
延
ば
せ
る
よ
う
、
交
通

安
全
に
対
す
る
機
運
を
高
め
て
い

ま
し
た
。

　11
月
10
日
、
村
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
の
会
員
ら
が
村
内
の
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
、
反
射
材
の
配

布
等
を
行
い
ま
し
た
。

　会
員
ら
は
反
射
材
を
靴
に
貼
っ

て
あ
げ
、
反
射
材
の
使
い
方
の
説

明
を
し
た
り
、
外
出
す
る
と
き
は

明
る
い
色
の
服
を
着
る
な
ど
の
交

通
安
全
の
呼
び
か
け
と
と
も
に
、

高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法
の
被
害

に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
に
粟
を
献
上

　
　
平
葭

　
實
さ
ん
ご
夫
妻

天
皇
陛
下
に
粟
を
献
上

　
　
平
葭

　
實
さ
ん
ご
夫
妻

あ
わ

み
の
る

皇
居
で
の
新
嘗
祭
献
穀
献
納
式
に
参
加

に
い
な
め
さ
い
け
ん
こ
く
け
ん
の
う
し
き

３　広報しんごう　H25・12

交
通
安
全
功
労
者
を
表
彰

鳥
谷
部
裕
子
さ
ん

　
　
　
青
森
県
統
計
協
会
か
ら
表
彰

新
郷
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
表
彰

―

「
和
の
家
」の
生
活
支
援
活
動
が
認
め
ら
れ
る―

皇居で行われた新嘗祭献穀献納式に参列した平葭實さんと妻のトミ子さん

11月25日付けで宮内省から送られてきた伝達書 献上された粟の穂

左から須藤村長、峯西越小校長、岡田さん、
佐々木さん親子、菊池教育長、澤田野沢中校長

長年の統計調査に協力し、表彰された鳥谷部さん（右）
須藤村長（右）に受賞の報告に訪れた
田島英男社会福祉協議会会長（左）

「
和
の
家
」

「
和
の
家
」

「
和
の
家
」

除
雪
ド
ー
ザ
購
入

―

交
通
事
故
の
な
い
村
へ―  
交
通
安
全
祈
願
祭

交
通
安
全
母
の
会
会
員  

高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問

乾杯をする入居者の永野さん（左）と松森さん（左から２番目）

戸来三嶽神社で行われた交通安全祈願祭

新しく購入された除雪ドーザ

高齢者のお宅を訪問し、交通安全を呼びかけ
る交通安全母の会会員（右は木村駐在所長）

昨年、旧医師住宅が
改築され「和の家」に

２
年
目
の
冬
季
オ
ー
プ
ン
！

２
年
目
の
冬
季
オ
ー
プ
ン
！

２
年
目
の
冬
季
オ
ー
プ
ン
！

快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
家
・・・

お
年
寄
り
２
人
が
笑
顔
で
入
居
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　10
月
24
日
、
皇
居
で
行
わ
れ
た

新
嘗
祭
献
穀
献
納
式
に
、
平
葭
實

さ
ん
ご
夫
妻（
川
代
日
向
）が
参
列

し
、
天
皇
陛
下
に
粟
を
献
上
し
ま

し
た
。

　平
葭
さ
ん
は
、
三
八
地
域
県
民

局
農
業
普
及
室
の
指
導
の
も
と
、

５
月
10
日
に
粟
の
種
を
ま
き
、
同

じ
集
落
に
住
む
人
か
ら
育
て
方
の

コ
ツ
を
聞
く
な
ど
し
て
、
本
業
の

農
業
の
か
た
わ
ら
粟
の
栽
培
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　丹
精
込
め
て
育
て
た
粟
は
、
実

り
の
秋
に
は
り
っ
ぱ
な
穂
を
つ

け
、
県
の
担
当
職
員
も
目
を
見
張

る
ほ
ど
の
出
来
栄
え
で
、
平
葭
さ

ん
も
や
っ
と
肩
の
荷
が
降
り
た
様

子
。　献

納
式
に
妻
の
ト
ミ
子
さ
ん
と

と
も
に
参
列
し
た
平
葭
さ
ん
は
、

「
皇
居
で
は
何
も
か
も
初
め
て
の

こ
と
ば
か
り
で
緊
張
し
た
が
、
本

村
ゆ
か
り
の
佐
々
木

郁
夫
副
知
事
も
同
行

し
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
、
心
強
か
っ
た
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　11
月
７
日
、
五
戸
町
で
開
催
さ

れ
た
交
通
安
全
青
森
県
民
大
会
受

賞
祝
賀
会
に
お
い
て
、
交
通
安
全

活
動
に
尽
力
し
た
方
々
と
各
種
団

体
等
に
、
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
村
の
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
管
区
局
長
賞

功

　労

　者
＝
長
根
一
男
さ
ん

優
良
学
校
等
＝
野
沢
中
学
校

○
緑
十
字
銅
章

功

　労

　者
＝
高
見
憲
一
さ
ん

○
本
部
長
賞

功

　労

　者
＝
岡
田
寿
夫
さ
ん

功
労
団
体
＝
長
功
物
産

優
良
学
校
等
＝
西
越
小
学
校

○
県
協
会
長
賞
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

佳
作

佐
々
木
愛
美
さ
ん（
野
沢
中
１
年
）

　10
月
25
日
に
、
つ
が
る
市
で
開

催
さ
れ
た
青
森
県
統
計
大
会
で
、

鳥
谷
部
裕
子
さ
ん（
大
畑
）が
、
長

き
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
を
務
め

た
と
し
て
、
青
森
県
統
計
協
会

（
会
長

　三
村
申
吾
）か
ら
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　11
月
12
日
に
受
賞
の
報
告
の
た

め
須
藤
村
長
の
も
と
を
訪
れ
た
鳥

谷
部
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
統
計

調
査
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　11
月
15
日
、
東
京
の
日
比
谷
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
た
全
国
社
会
福

祉
大
会
で
、
本
村
の
社
会
福
祉
協

議
会
が
、「
和
の
家
」の
生
活
支
援

活
動
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　式
典
に
は
、
工
藤
茂
雄
副
会
長

が
出
席
し
、
同
月
25
日
に
田
島

英
男
会
長
が
須
藤
村
長
に
受
賞
の

報
告
を
し
ま
し
た
。

　11
月
13
日
、
冬
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ハ
ウ
ス「
新
郷
村
和
の
家
」の
入
所

式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
15
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
に
入
居
し
た
の
は
、
永
野

み
ち
よ
さ
ん（
89
歳

　羽
井
内
）と

松
森
ふ
み
さ
ん（
86
歳

　水
沢
）の

２
人
。
２
人
は
昨
年
と
同
じ
メ
ン

バ
ー
だ
け
に
、
気
心
が
知
れ
て
い

る
と
あ
っ
て
常
時
笑
顔
。

　入
所
式
で
は
、
須
藤
村
長
が

「
こ
こ
は
日
当
た
り
も
い
い
し
、

３
月
ま
で
元
気
に
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
田
島
英
男

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が

「
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
こ

の
和
の
家
が
、
住
民
の
生

活
支
援
を
推
進
し
た
と
し

て
、
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
」

と
報
告
。
こ
の
後
管
理
人

の
紹
介
が
あ
り
、
入
居
者

２
人
に
、
須
藤
村
長
か
ら

記
念
品
を
贈
呈
。
和
の
家

検
討
委
員
会
委
員
長
の
細

川
真
理
子
さ
ん
の
音
頭
で

乾
杯
を
し
、
入
所
を
祝
い

ま
し
た
。

　11
月
28
日
、
村
で
は
新
し
い
除

雪
ド
ー
ザ
を
購
入
し
ま
し
た
。

１
．
品
名

除
雪
ド
ー
ザ

　１
台（
11
㌧
級
）

汎
用
プ
ラ
ウ
・
ス
ラ
イ
ド
式

２
．
購
入
先

㈱
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｊ

３
．
価
格

１
、５
７
５
万
円

　除
雪
作
業
を
安
全
・
迅
速
・
効

果
的
に
行
う
た
め
に
、
昨
年
同
様

住
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

  

11
月
８
日
、
戸
来
三
嶽
神
社
に

お
い
て
、
村
内
の
事
業
者
や
消
防

団
関
係
者
等
が
出
席
し
、
交
通
安

全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　初
め
に
、
五
戸
警
察
署
の
坂
本

交
通
課
長
か
ら
、
県
内
及
び
五
戸

管
内
の
交
通
事
故
等
の
状
況
な

ど
、
交
通
安
全
講
話
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
拝
殿
へ
と
移
動
し
、

交
通
安
全
を
祈
願
。
県
内
１
位
と

な
っ
て
い
る
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

の
記
録
を
延
ば
せ
る
よ
う
、
交
通

安
全
に
対
す
る
機
運
を
高
め
て
い

ま
し
た
。

　11
月
10
日
、
村
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
の
会
員
ら
が
村
内
の
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
、
反
射
材
の
配

布
等
を
行
い
ま
し
た
。

　会
員
ら
は
反
射
材
を
靴
に
貼
っ

て
あ
げ
、
反
射
材
の
使
い
方
の
説

明
を
し
た
り
、
外
出
す
る
と
き
は

明
る
い
色
の
服
を
着
る
な
ど
の
交

通
安
全
の
呼
び
か
け
と
と
も
に
、

高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法
の
被
害

に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
に
粟
を
献
上

　
　
平
葭

　
實
さ
ん
ご
夫
妻

天
皇
陛
下
に
粟
を
献
上

　
　
平
葭

　
實
さ
ん
ご
夫
妻

あ
わ

み
の
る

皇
居
で
の
新
嘗
祭
献
穀
献
納
式
に
参
加

に
い
な
め
さ
い
け
ん
こ
く
け
ん
の
う
し
き

３　広報しんごう　H25・12

交
通
安
全
功
労
者
を
表
彰

鳥
谷
部
裕
子
さ
ん

　
　
　
青
森
県
統
計
協
会
か
ら
表
彰

新
郷
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
表
彰

―

「
和
の
家
」の
生
活
支
援
活
動
が
認
め
ら
れ
る―

皇居で行われた新嘗祭献穀献納式に参列した平葭實さんと妻のトミ子さん

11月25日付けで宮内省から送られてきた伝達書 献上された粟の穂

左から須藤村長、峯西越小校長、岡田さん、
佐々木さん親子、菊池教育長、澤田野沢中校長

長年の統計調査に協力し、表彰された鳥谷部さん（右）
須藤村長（右）に受賞の報告に訪れた
田島英男社会福祉協議会会長（左）

「
和
の
家
」

「
和
の
家
」

「
和
の
家
」

「
和
の
家
」

除
雪
ド
ー
ザ
購
入

―

交
通
事
故
の
な
い
村
へ―  

交
通
安
全
祈
願
祭

交
通
安
全
母
の
会
会
員  

高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問

乾杯をする入居者の永野さん（左）と松森さん（左から２番目）

戸来三嶽神社で行われた交通安全祈願祭

新しく購入された除雪ドーザ

高齢者のお宅を訪問し、交通安全を呼びかけ
る交通安全母の会会員（右は木村駐在所長）

昨年、旧医師住宅が
改築され「和の家」に

２
年
目
の
冬
季
オ
ー
プ
ン
！

２
年
目
の
冬
季
オ
ー
プ
ン
！

２
年
目
の
冬
季
オ
ー
プ
ン
！

快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
家
・・・

お
年
寄
り
２
人
が
笑
顔
で
入
居
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青山雅樹くん
（６年）

田島愛海さん
（６年）

豊島翔大くん
（５年）

 ―

勤
労
感
謝
の
日
に
ち
な
み―

５　広報しんごう　H25・12

11月29日イルミネーション点灯

美
郷
館
は
子
ど
も
サ
ン
タ
と

　

 

大
人
サ
ン
タ
で
い
っ
ぱ
い
！

冬
の
観
光
名
所
に―

金
�
沢
農
村
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
�
シ
�
ン

しんごうクリスマスフェスタ2013しんごうクリスマスフェスタ2013しんごうクリスマスフェスタ2013しんごうクリスマスフェスタ2013しんごうクリスマスフェスタ2013

クリスマスツリーコンテスト審査結果

　西
越
小
学
校
５
年
生
と
６
年
生

の
11
名
は
11
月
28
日
、「
青
森
ほ

た
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」の
出
前
講

座
で
、
ホ
タ
テ
の
養
殖
の
し
か
た

を
学
ん
だ
り
、
ホ
タ
テ
を
使
っ
た

調
理
実
習
を
し
ま
し
た
。

　北
海
道
に
次
ぎ
全
国
第
２
位
の

生
産
量
を
ほ
こ
る
青
森
ホ
タ
テ
。

近
年
は
異
常
高
水
温
に
よ
る
へ
い

死
等
に
よ
り
、
漁
業
者
は
大
変
厳

し
い
現
状
に
置
か
れ
て
い
ま
す

が
、
青
森
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
な
ど
で
組
織
さ
れ
て
い
る
青
森

ほ
た
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
ホ
タ

テ
の
す
ば
ら
し
さ
、
お
い
し
さ
を

感
じ
て
ほ
し
い
と
県
内
の
学
校
を

回
り
、
食
育
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
。

　児
童
は
ま
ず
、
ホ
タ
テ
の
養
殖

の
歴
史
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
学
ん
だ
後
、

陸
奥
湾
で
ホ
タ
テ
養
殖
を
し
て
い

る
神
山
義
照
さ
ん
か
ら
漁
業
の
体

験
談
を
聞
き
ま
し
た
。

　続
い
て
、
調
理
室
で
ホ
タ
テ
の

貝
む
き
体
験
を
し
、
栄
養
士
の
指

導
で
ホ
タ
テ
を
使
っ
た
カ
レ
ー
や

バ
タ
ー
焼
き
づ
く
り
に
挑
戦
。
専

用
の
へ
ら
を
使
っ
て
の
貝
む
き
は

案
外
簡
単
に
で
き
た
も
の
の
、
包

丁
を
使
っ
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ニ
ン

ジ
ン
を
切
る
の
は
慣
れ
て
い
な
い

と
あ
っ
て
、
手
を
切
っ
て
し
ま
う

児
童
も･･･

。

　調
理
さ
れ
た
カ
レ
ー
と
バ
タ
ー

焼
き
は
お
昼
ご
飯
と
し
て
、
西
越

小
の
児
童
全
員
と
教
職
員
ら
に
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　勤
労
感
謝
の
日
に
ち
な
み
、
し

ん
ご
う
保
育
園
の
園
児
14
人
が
、

村
長
室
を
訪
問
し
、
須
藤
村
長
に

来
年
の
手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　須
藤
村
長
は
、「
昨
年
い
た
だ
い

た
カ
レ
ン
ダ
ー
も
、
村
長
室
の
壁

に
張
っ
て
見
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
は
、
カ
ゼ
を
引
か
な
い
よ
う
元
気

に
保
育
園
に
通
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
会
主
催
の「
し
ん
ご
う
ク
リ
ス

マ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」が
12

月
８
日
、
美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、

会
場
は
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
の

夜
を
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
み
ま

し
た
。

　ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
に
先
が

け
、
11
月
29
日
に
美
郷
館
前
で
行

わ
れ
た「
し
ん
ご
う
ホ
ワ
イ
ト
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」点
灯
式
で
は
、

新
郷
む
ら
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
と
し
ん
ご
う
保
育
園
の

園
児
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
ス

イ
ッ
チ
オ
ン
。
金
ヶ
沢
農
村
公
園

は
昨
年
に
も
ま
し
て
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩

ら
れ
ま
し
た
。

　ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

ツ
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
後
、
三
戸
町
で
活
動
す

る「
さ
く
ら
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
三
戸
」

に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
や
し
ん
ご
う

保
育
園
の
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

５、６年の児童11人
　ホタテ養殖の流れと漁師さんの苦労を知って
　　ホタテカレーとホタテのバター焼きづくりに挑戦！

青森ほたてのホタちゃん蒸しホタテホタテづくしのお昼ごはん

ホタテカレーとホタテのバター焼きを調理する５，６年の児童しんごう保育園の園児がサンタの衣装でお遊戯を披露

野沢中学校の生徒によるよさこい 川代地区振興会の大黒舞 フラダンスの披露

生キャラせんべい音頭に合わせ踊りを披露
する新郷村連合婦人会のみなさん　　　　昨年に続き最高位の新郷村長賞に輝いた福山泰誠君（左）

三戸町で活動する「さくらアンサンブル
三戸」によるバンド演奏　　　　　　　 ほたてキャラバン隊のみなさんと西越小５，６年の児童

村長室に手作りカレンダーをプレゼントしたしんごう保育園の園児１４人

西越小の５，６年の児童を対象に行われた
青森ほたてキャラバン隊の出前講座　　

　
漁
師
さ
ん
は
、
す
ご
い
興
味
と
誇

り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ

な
あ
と
感
心
し
ま
し
た
。
漁
業
に
も

興
味
が
わ
い
て
き
た
け
ど
、
僕
は
や

っ
ぱ
り
親
の
や
っ
て
い
る
葉
た
ば
こ

と
か
、
農
業
を
や
る
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
タ
テ
が
死
ん
で
し
ま
う
と

い
う
こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
ス
で
も

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
消

費
者
が
困
る
し
、
私
達
も
自
然

を
守
る
な
ど
、
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ホ
タ
テ
の
養
殖
の
た
め
の
ヒ
モ

の
長
さ
が
何
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と

か
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今

日
の
ホ
タ
テ
講
座
の
こ
と
は
、
海

釣
り
が
好
き
な
お
父
さ
ん
に
教
え

て
あ
げ
た
い
で
す
。

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ん
ご
う
保
育
園
園
児
14
人

しんごうクリスマスフェスタ
２０１３

賞 氏名（団体名）
新 郷 村 長 賞 福 山 泰 誠
県信用理事長賞 田 中 弘 子
キ リ ス ト 賞 小春びより２号館
イ ス キ リ 賞 沢 口 響 花
マ リ ア 賞 岩淵クリーニング
特 別 賞 戸 来 小 学 校
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労
感
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の
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11月29日イルミネーション点灯11月29日イルミネーション点灯

美
郷
館
は
子
ど
も
サ
ン
タ
と

大
人
サ
ン
タ
で
い
っ
ぱ
い
！

美
郷
館
は
子
ど
も
サ
ン
タ
と

　

 

大
人
サ
ン
タ
で
い
っ
ぱ
い
！

冬
の
観
光
名
所
に―

金
�
沢
農
村
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
�
シ
�
ン

しんごうクリスマスフェスタ2013しんごうクリスマスフェスタ2013しんごうクリスマスフェスタ2013しんごうクリスマスフェスタ2013しんごうクリスマスフェスタ2013

クリスマスツリーコンテスト審査結果

　西
越
小
学
校
５
年
生
と
６
年
生

の
11
名
は
11
月
28
日
、「
青
森
ほ

た
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」の
出
前
講

座
で
、
ホ
タ
テ
の
養
殖
の
し
か
た

を
学
ん
だ
り
、
ホ
タ
テ
を
使
っ
た

調
理
実
習
を
し
ま
し
た
。

　北
海
道
に
次
ぎ
全
国
第
２
位
の

生
産
量
を
ほ
こ
る
青
森
ホ
タ
テ
。

近
年
は
異
常
高
水
温
に
よ
る
へ
い

死
等
に
よ
り
、
漁
業
者
は
大
変
厳

し
い
現
状
に
置
か
れ
て
い
ま
す

が
、
青
森
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
な
ど
で
組
織
さ
れ
て
い
る
青
森

ほ
た
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
ホ
タ

テ
の
す
ば
ら
し
さ
、
お
い
し
さ
を

感
じ
て
ほ
し
い
と
県
内
の
学
校
を

回
り
、
食
育
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
。

　児
童
は
ま
ず
、
ホ
タ
テ
の
養
殖

の
歴
史
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
学
ん
だ
後
、

陸
奥
湾
で
ホ
タ
テ
養
殖
を
し
て
い

る
神
山
義
照
さ
ん
か
ら
漁
業
の
体

験
談
を
聞
き
ま
し
た
。

　続
い
て
、
調
理
室
で
ホ
タ
テ
の

貝
む
き
体
験
を
し
、
栄
養
士
の
指

導
で
ホ
タ
テ
を
使
っ
た
カ
レ
ー
や

バ
タ
ー
焼
き
づ
く
り
に
挑
戦
。
専

用
の
へ
ら
を
使
っ
て
の
貝
む
き
は

案
外
簡
単
に
で
き
た
も
の
の
、
包

丁
を
使
っ
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ニ
ン

ジ
ン
を
切
る
の
は
慣
れ
て
い
な
い

と
あ
っ
て
、
手
を
切
っ
て
し
ま
う

児
童
も･･･

。

　調
理
さ
れ
た
カ
レ
ー
と
バ
タ
ー

焼
き
は
お
昼
ご
飯
と
し
て
、
西
越

小
の
児
童
全
員
と
教
職
員
ら
に
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　勤
労
感
謝
の
日
に
ち
な
み
、
し

ん
ご
う
保
育
園
の
園
児
14
人
が
、

村
長
室
を
訪
問
し
、
須
藤
村
長
に

来
年
の
手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　須
藤
村
長
は
、「
昨
年
い
た
だ
い

た
カ
レ
ン
ダ
ー
も
、
村
長
室
の
壁

に
張
っ
て
見
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
は
、
カ
ゼ
を
引
か
な
い
よ
う
元
気

に
保
育
園
に
通
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
会
主
催
の「
し
ん
ご
う
ク
リ
ス

マ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」が
12

月
８
日
、
美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、

会
場
は
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
の

夜
を
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
み
ま

し
た
。

　ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
に
先
が

け
、
11
月
29
日
に
美
郷
館
前
で
行

わ
れ
た「
し
ん
ご
う
ホ
ワ
イ
ト
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」点
灯
式
で
は
、

新
郷
む
ら
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
と
し
ん
ご
う
保
育
園
の

園
児
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
ス

イ
ッ
チ
オ
ン
。
金
ヶ
沢
農
村
公
園

は
昨
年
に
も
ま
し
て
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩

ら
れ
ま
し
た
。

　ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

ツ
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
後
、
三
戸
町
で
活
動
す

る「
さ
く
ら
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
三
戸
」

に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
や
し
ん
ご
う

保
育
園
の
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

５、６年の児童11人
　ホタテ養殖の流れと漁師さんの苦労を知って
　　ホタテカレーとホタテのバター焼きづくりに挑戦！

青森ほたてのホタちゃん蒸しホタテホタテづくしのお昼ごはん

ホタテカレーとホタテのバター焼きを調理する５，６年の児童しんごう保育園の園児がサンタの衣装でお遊戯を披露

野沢中学校の生徒によるよさこい 川代地区振興会の大黒舞 フラダンスの披露

生キャラせんべい音頭に合わせ踊りを披露
する新郷村連合婦人会のみなさん　　　　昨年に続き最高位の新郷村長賞に輝いた福山泰誠君（左）

三戸町で活動する「さくらアンサンブル
三戸」によるバンド演奏　　　　　　　 ほたてキャラバン隊のみなさんと西越小５，６年の児童

村長室に手作りカレンダーをプレゼントしたしんごう保育園の園児１４人

西越小の５，６年の児童を対象に行われた
青森ほたてキャラバン隊の出前講座　　

　
漁
師
さ
ん
は
、
す
ご
い
興
味
と
誇

り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ

な
あ
と
感
心
し
ま
し
た
。
漁
業
に
も

興
味
が
わ
い
て
き
た
け
ど
、
僕
は
や

っ
ぱ
り
親
の
や
っ
て
い
る
葉
た
ば
こ

と
か
、
農
業
を
や
る
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
タ
テ
が
死
ん
で
し
ま
う
と

い
う
こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
ス
で
も

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
消

費
者
が
困
る
し
、
私
達
も
自
然

を
守
る
な
ど
、
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ホ
タ
テ
の
養
殖
の
た
め
の
ヒ
モ

の
長
さ
が
何
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と

か
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今

日
の
ホ
タ
テ
講
座
の
こ
と
は
、
海

釣
り
が
好
き
な
お
父
さ
ん
に
教
え

て
あ
げ
た
い
で
す
。

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ん
ご
う
保
育
園
園
児
14
人

しんごうクリスマスフェスタ
２０１３

賞 氏名（団体名）
新 郷 村 長 賞 福 山 泰 誠
県信用理事長賞 田 中 弘 子
キ リ ス ト 賞 小春びより２号館
イ ス キ リ 賞 沢 口 響 花
マ リ ア 賞 岩淵クリーニング
特 別 賞 戸 来 小 学 校
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ひ
ろ  

や

平
成
25
年

第
４
回
新
郷
村
議
会
定
例
会

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主
催

第
33
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
青
森
県
大
会

優
秀
賞

新
郷
村
立
新
郷
中
学
校
三
年

　
鳥
谷
部

　
弘

　
裕

「
僕
の
姉
ち
ゃ
ん
」

と
り
や
べ

ひ
ろ

や
担　　当　　地　　域

民生委員・児童委員はあなたの心配ごとを解決するお手伝いをします。

あなたの地域の民生委員・児童委員は私です。

　僕
の
姉
は
、
耳
が
不
自
由
で
す
。
小
さ
い
と
き
か
ら
、
補
聴
器
を
つ
け

て
生
活
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
は
、
普
通
の
小
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た

が
、
中
学
校
は
、
八
戸
に
あ
る
聾
学
校
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
僕

の
家
か
ら
八
戸
は
遠
い
の
で
、
姉
は
学
校
の
寄
宿
舎
に
週
五
日
泊
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
、
青
森
市
に
あ
る
高
等
部
の
一
年
生
で
す
。
ま
た
寄

宿
舎
生
活
で
す
。
青
森
市
は
、
さ
ら
に
遠
い
の
で
、
姉
は
日
曜
日
の
午
後

に
は
家
を
出
て
、
一
人
で
電
車
に
乗
っ
て
寄
宿
舎
に
戻
り
ま
す
。

　赤
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
の
耳
で
聞
い
て
言
葉
を
覚
え
て
い
き
ま
す
が
、
僕

の
姉
に
は
そ
れ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
保
育
所
の
頃
か
ら
専

門
の
先
生
の
と
こ
ろ
に
通
っ
て
言
葉
の
練
習
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
姉

の
耳
が
他
の
人
と
は
違
う
と
僕
が
気
づ
い
た
の
は
、
僕
が
小
学
校
に
入
っ

て
か
ら
で
し
た
。
姉
の
発
音
が
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
あ
る
時
に
は
、

僕
の
友
達
か
ら「
お
姉
ち
ゃ
ん
、
外
国
人
？
」と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　僕
に
は
全
く
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
姉
は
、
僕
が
産
ま

れ
た
と
き
か
ら
既
に
僕
の
姉
で
あ
り
、
家
族
も
み
ん
な
普
通
に
接
し
て
い

た
か
ら
で
す
。
障
害
が
あ
る
と
言
え
ば
確
か
に
、
姉
は
聴
覚
に
障
害
が
あ

る
か
ら
障
害
者
で
す
。
そ
れ
は
事
実
で
す
。
で
も
、「
障
害
者
」と
い
う
言

い
方
は
、
人
と
人
の
間
に
壁
を
作
っ
て
い
る
よ
う
で
、
好
き
に
な
れ
な
い

言
葉
で
す
。
僕
た
ち
の
周
り
で
も
、
勉
強
が
苦
手
な
人
や
運
動
が
苦
手
な

人
、
自
分
の
考
え
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
人
、
い
ろ
ん
な
人
が
い
ま

す
。
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
当
た
り
前
だ
と
思
う
の
で
す
。
だ
か
ら
、
た
と

え
身
体
に
障
害
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
障
害
者
」と
し
て
ひ
と
ま
と
め
に

し
て
、
特
別
視
す
る
よ
う
な
社
会
で
は
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。
反
対

に
、
障
害
の
あ
る
人
が
、
不
便
を
感
じ
て
い
た
り
、
不
利
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
と
き
に
、
自
然
に
手
を
差
し
の
べ
ら
れ
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
僕
の
姉
は
、
補
聴
器
を
外
す
と
全
く
何
も
聞
こ

え
ま
せ
ん
。
補
聴
器
が
あ
れ
ば
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
相
手
が
視
界
に
入
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
声
を
か
け
て
き
た
り
す
る
と

反
応
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
、
耳
が
不
自
由
な
人
の
場
合
に
限
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
特
徴
を
理
解
し
て
思
い
や
る
気
持
ち
は
、
障
害
の
な

い
人
に
対
し
て
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　僕
の
姉
は
、
驚
く
ほ
ど
明
る
く
前
向
き
な
性
格
で
す
。
寄
宿
舎
か
ら
帰

っ
て
く
る
土
日
は
、
家
族
が
全
員
そ
ろ
う
日
で
あ
り
、
家
の
中
が
ぱ
っ
と

明
る
く
な
っ
て
、
僕
た
ち
は
姉
か
ら
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
僕
は
、
姉
が

補
聴
器
を
外
し
て
い
る
と
き
に
、
わ
ざ
と
姉
の
悪
口
を
言
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
姉
は
、
僕
の
口
の
動
き
で
何
を
言
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
僕
に
反
撃
し
て
き
ま
す
。
や
は
り
、
補
聴
器
を
つ
け
て
い
れ
ば

普
通
に
聞
こ
え
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
姉
は
、
目
と
耳
で
必

死
に
な
っ
て
相
手
の
言
う
こ
と
を
聴
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。

　そ
ん
な
姉
が
、
中
学
生
の
時
に
一
度
、
寄
宿
舎
に
戻
る
の
が
嫌
だ
と
弱

音
を
吐
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
も
っ
と
も
な
こ
と
で

す
。
中
学
か
ら
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
わ
け
で
す
か
ら
。
僕
に
は
と
う
て

い
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
時
は
、
両
親
が「
行
こ
う
」と
静
か
に
言
っ

て
、
姉
は
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　僕
に
と
っ
て
、
そ
し
て
僕
の
家
族
に
と
っ
て
、
耳
が
不
自
由
な
姉
が
い

る
こ
と
は
、
ご
く
普
通
の
こ
と
で
す
。
今
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
。

何
よ
り
、
姉
自
身
が
、
自
分
の
今
あ
る
状
況
を
受
け
入
れ
て
明
る
く
振
る

舞
っ
て
い
る
姿
こ
そ
が
事
実
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
な
ん
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
姉
が
僕
た
ち
に
元
気
を
く
れ
る
よ
う
に
、
僕
も
い
つ
か
誰
か
に
元

気
を
与
え
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
姉
が
一

番
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
か
ら
で
す
。

　お
年
玉
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
景
品
、
各
種
お
祝
い
事
な
ど
に

「
入
浴
回
数
券
」は
い
か
が
で
す

か
⁉　た

だ
い
ま
、
新
郷
温
泉
館
で
は

ギ
フ
ト
用
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い

る
３
種
類
の
回
数
券
を
販
売
中
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
１
１
７
０
０
円（
39
枚
綴
り
）

②

　３
９
０
０
円（
11
枚
綴
り
）

③

　２
０
０
０
円（
11
枚
綴
り
）

※

③
は
、
村
内
在
住
の
65
歳
以
上

　の
方
へ
の
販
売
と
な
り
ま
す
。

　

 

新
郷
温
泉
館 

℡
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―
３
０
５
０

　平
成
25
年
第
４
回
新
郷
村
議
会
定
例
会
が
、

12
月
９
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で
開
か
れ
、
次
の

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
０
７
５
万
３
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
30
億
４
０
５

１
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　主
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は
次
の
と
お
り

で
す
。

歳
入

◎
普
通
交
付
税

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

３
３
４
２
万
３
千
円

◎
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

　
　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　５
３
９
２
万
円

◎
子
育
て
支
援
対
策
特
別
事
業
補
助
金 

　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　１
４
１
４
万
５
千
円

歳
出

　

◎
庁
舎
電
気
設
備
改
修
工
事
請
負
費

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　４
３
５
万
円

◎
い
き
い
き
新
郷
む
ら
づ
く
り
基
金
積
立
金

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

１
８
０
０
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

５
４
８
万
９
千
円

◎
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　１
３
７
５
万
５
千
円

◎
保
育
所
運
営
費

　
　
　
　
　
　

  

９
７
０
万
円

　エ
イ
ト
ラ
イ
ン
ク
ー
ポ
ン
は
、

十
和
田
市
、
三
沢
市
、
七
戸
町
、

東
北
町
、
新
郷
村
の
飲
食
店
や
お

土
産
店
、
温
泉
等
の
サ
ー
ビ
ス
が

お
得
に
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
で

す
。　ク

ー
ポ
ン
パ
ネ
ル
を
村
内
で
設

置
し
て
い
る
の
は
、
役
場
と
新
郷

温
泉
館
。
有
効
期
限
が
お
店
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
よ
く
お
確

か
め
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

 

新
郷
村
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

  

℡
78
―
２
０
２
５

　自
分
の
作
文
が
受
賞
し
た
こ

と
を
聞
い
た
時
は
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
両
親
と
姉
が

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
、「
お
め

で
と
う
」と
い
っ
て
く
れ
た
の

で
、
実
感
が
わ
き
ま
し
た
。

山
沢
先
生
が
、
文
の
構
成
と
か

を
教
え
て
く
れ
た
か
ら
入
賞
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

12月９日、村長室に受賞報告に訪れた弘裕君（左から２番目）、山沢先生、志賀校長

〜
弘
裕
君

　
　
受
賞
の
喜
び
〜

問問

お
得
な
エ
イ
ト
ラ
イ
ン
ク
ー
ポ
ン
た
だ
今
配
布
中
!!

温
泉
入
浴
券
を

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て

販
売
し
ま
す
！

新郷温泉館のお得な入浴回数券役場窓口の血圧計の隣りに設置されたエイトラインクーポンパネル

氏　　名 電話番号
西　村　カチヱ ７８－２１２５ 松木田 中野平 新　町
佐　藤　ト　ミ ７８－２０４４ 下通り 舘　神 中通り 大久保
長　峯　典　子 ７８－３２３２ 中　里 田　中 下栃棚 長　峯
小　坂　良　子 ７８－２３５１ 小　坂 上栃棚 羽井内
工　藤　茂　雄 ７８－２７１１ 鹿　田 扇ノ沢 大欠平 丹内沢 南　町
橋　端　孝一郎 ７８－２６３８ 女ヶ崎 川　代 田茂代 水　沢
滝　沢　昭　次 ７８－２５４９ 滝　沢 荒　巻 長　崎 樺ノ木 大　畑 一ノ沢
横　道　アヤ子 ７８－２３９４ 浮　口 大谷地 横　沢 崩 釜　坂 間明田 平 西越田中
佐　藤　悦　子 ７８－２４５８ 郡　司 中　崎 堂ヶ前 西　越
佐　藤　久美子 ７８－２２８５ 戸来地区主任児童委員
佐　藤　　　恵 ７８－２４４９ 西越地区主任児童委員
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ひ
ろ  

や

平
成
25
年

第
４
回
新
郷
村
議
会
定
例
会

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主
催

第
33
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
青
森
県
大
会

優
秀
賞

新
郷
村
立
新
郷
中
学
校
三
年

　
鳥
谷
部

　
弘

　
裕

「
僕
の
姉
ち
ゃ
ん
」

と
り
や
べ

ひ
ろ

や
担　　当　　地　　域

民生委員・児童委員はあなたの心配ごとを解決するお手伝いをします。

あなたの地域の民生委員・児童委員は私です。

　僕
の
姉
は
、
耳
が
不
自
由
で
す
。
小
さ
い
と
き
か
ら
、
補
聴
器
を
つ
け

て
生
活
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
は
、
普
通
の
小
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た

が
、
中
学
校
は
、
八
戸
に
あ
る
聾
学
校
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
僕

の
家
か
ら
八
戸
は
遠
い
の
で
、
姉
は
学
校
の
寄
宿
舎
に
週
五
日
泊
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
、
青
森
市
に
あ
る
高
等
部
の
一
年
生
で
す
。
ま
た
寄

宿
舎
生
活
で
す
。
青
森
市
は
、
さ
ら
に
遠
い
の
で
、
姉
は
日
曜
日
の
午
後

に
は
家
を
出
て
、
一
人
で
電
車
に
乗
っ
て
寄
宿
舎
に
戻
り
ま
す
。

　赤
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
の
耳
で
聞
い
て
言
葉
を
覚
え
て
い
き
ま
す
が
、
僕

の
姉
に
は
そ
れ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
保
育
所
の
頃
か
ら
専

門
の
先
生
の
と
こ
ろ
に
通
っ
て
言
葉
の
練
習
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
姉

の
耳
が
他
の
人
と
は
違
う
と
僕
が
気
づ
い
た
の
は
、
僕
が
小
学
校
に
入
っ

て
か
ら
で
し
た
。
姉
の
発
音
が
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
あ
る
時
に
は
、

僕
の
友
達
か
ら「
お
姉
ち
ゃ
ん
、
外
国
人
？
」と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　僕
に
は
全
く
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
姉
は
、
僕
が
産
ま

れ
た
と
き
か
ら
既
に
僕
の
姉
で
あ
り
、
家
族
も
み
ん
な
普
通
に
接
し
て
い

た
か
ら
で
す
。
障
害
が
あ
る
と
言
え
ば
確
か
に
、
姉
は
聴
覚
に
障
害
が
あ

る
か
ら
障
害
者
で
す
。
そ
れ
は
事
実
で
す
。
で
も
、「
障
害
者
」と
い
う
言

い
方
は
、
人
と
人
の
間
に
壁
を
作
っ
て
い
る
よ
う
で
、
好
き
に
な
れ
な
い

言
葉
で
す
。
僕
た
ち
の
周
り
で
も
、
勉
強
が
苦
手
な
人
や
運
動
が
苦
手
な

人
、
自
分
の
考
え
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
人
、
い
ろ
ん
な
人
が
い
ま

す
。
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
当
た
り
前
だ
と
思
う
の
で
す
。
だ
か
ら
、
た
と

え
身
体
に
障
害
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
障
害
者
」と
し
て
ひ
と
ま
と
め
に

し
て
、
特
別
視
す
る
よ
う
な
社
会
で
は
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。
反
対

に
、
障
害
の
あ
る
人
が
、
不
便
を
感
じ
て
い
た
り
、
不
利
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
と
き
に
、
自
然
に
手
を
差
し
の
べ
ら
れ
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
僕
の
姉
は
、
補
聴
器
を
外
す
と
全
く
何
も
聞
こ

え
ま
せ
ん
。
補
聴
器
が
あ
れ
ば
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
相
手
が
視
界
に
入
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
声
を
か
け
て
き
た
り
す
る
と

反
応
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
、
耳
が
不
自
由
な
人
の
場
合
に
限
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
特
徴
を
理
解
し
て
思
い
や
る
気
持
ち
は
、
障
害
の
な

い
人
に
対
し
て
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　僕
の
姉
は
、
驚
く
ほ
ど
明
る
く
前
向
き
な
性
格
で
す
。
寄
宿
舎
か
ら
帰

っ
て
く
る
土
日
は
、
家
族
が
全
員
そ
ろ
う
日
で
あ
り
、
家
の
中
が
ぱ
っ
と

明
る
く
な
っ
て
、
僕
た
ち
は
姉
か
ら
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
僕
は
、
姉
が

補
聴
器
を
外
し
て
い
る
と
き
に
、
わ
ざ
と
姉
の
悪
口
を
言
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
姉
は
、
僕
の
口
の
動
き
で
何
を
言
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
僕
に
反
撃
し
て
き
ま
す
。
や
は
り
、
補
聴
器
を
つ
け
て
い
れ
ば

普
通
に
聞
こ
え
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
姉
は
、
目
と
耳
で
必

死
に
な
っ
て
相
手
の
言
う
こ
と
を
聴
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。

　そ
ん
な
姉
が
、
中
学
生
の
時
に
一
度
、
寄
宿
舎
に
戻
る
の
が
嫌
だ
と
弱

音
を
吐
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
も
っ
と
も
な
こ
と
で

す
。
中
学
か
ら
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
わ
け
で
す
か
ら
。
僕
に
は
と
う
て

い
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
時
は
、
両
親
が「
行
こ
う
」と
静
か
に
言
っ

て
、
姉
は
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　僕
に
と
っ
て
、
そ
し
て
僕
の
家
族
に
と
っ
て
、
耳
が
不
自
由
な
姉
が
い

る
こ
と
は
、
ご
く
普
通
の
こ
と
で
す
。
今
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
。

何
よ
り
、
姉
自
身
が
、
自
分
の
今
あ
る
状
況
を
受
け
入
れ
て
明
る
く
振
る

舞
っ
て
い
る
姿
こ
そ
が
事
実
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
な
ん
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
姉
が
僕
た
ち
に
元
気
を
く
れ
る
よ
う
に
、
僕
も
い
つ
か
誰
か
に
元

気
を
与
え
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
姉
が
一

番
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
か
ら
で
す
。

　お
年
玉
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
景
品
、
各
種
お
祝
い
事
な
ど
に

「
入
浴
回
数
券
」は
い
か
が
で
す

か
⁉　た

だ
い
ま
、
新
郷
温
泉
館
で
は

ギ
フ
ト
用
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い

る
３
種
類
の
回
数
券
を
販
売
中
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
１
１
７
０
０
円（
39
枚
綴
り
）

②

　３
９
０
０
円（
11
枚
綴
り
）

③

　２
０
０
０
円（
11
枚
綴
り
）

※

③
は
、
村
内
在
住
の
65
歳
以
上

　の
方
へ
の
販
売
と
な
り
ま
す
。

　

 

新
郷
温
泉
館 

℡
78
―
３
０
５
０

　平
成
25
年
第
４
回
新
郷
村
議
会
定
例
会
が
、

12
月
９
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で
開
か
れ
、
次
の

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
０
７
５
万
３
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
30
億
４
０
５

１
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　主
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は
次
の
と
お
り

で
す
。

歳
入

◎
普
通
交
付
税

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

３
３
４
２
万
３
千
円

◎
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

　
　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　５
３
９
２
万
円

◎
子
育
て
支
援
対
策
特
別
事
業
補
助
金 

　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　１
４
１
４
万
５
千
円

歳
出

　

◎
庁
舎
電
気
設
備
改
修
工
事
請
負
費

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　４
３
５
万
円

◎
い
き
い
き
新
郷
む
ら
づ
く
り
基
金
積
立
金

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

１
８
０
０
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

５
４
８
万
９
千
円

◎
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　１
３
７
５
万
５
千
円

◎
保
育
所
運
営
費

　
　
　
　
　
　

  

９
７
０
万
円

　エ
イ
ト
ラ
イ
ン
ク
ー
ポ
ン
は
、

十
和
田
市
、
三
沢
市
、
七
戸
町
、

東
北
町
、
新
郷
村
の
飲
食
店
や
お

土
産
店
、
温
泉
等
の
サ
ー
ビ
ス
が

お
得
に
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
で

す
。　ク

ー
ポ
ン
パ
ネ
ル
を
村
内
で
設

置
し
て
い
る
の
は
、
役
場
と
新
郷

温
泉
館
。
有
効
期
限
が
お
店
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
よ
く
お
確

か
め
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

 

新
郷
村
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

  

℡
78
―
２
０
２
５

　自
分
の
作
文
が
受
賞
し
た
こ

と
を
聞
い
た
時
は
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
両
親
と
姉
が

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
、「
お
め

で
と
う
」と
い
っ
て
く
れ
た
の

で
、
実
感
が
わ
き
ま
し
た
。

山
沢
先
生
が
、
文
の
構
成
と
か

を
教
え
て
く
れ
た
か
ら
入
賞
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

12月９日、村長室に受賞報告に訪れた弘裕君（左から２番目）、山沢先生、志賀校長

〜
弘
裕
君

　
　
受
賞
の
喜
び
〜

問問

お
得
な
エ
イ
ト
ラ
イ
ン
ク
ー
ポ
ン
た
だ
今
配
布
中
!!

温
泉
入
浴
券
を

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て

販
売
し
ま
す
！

新郷温泉館のお得な入浴回数券役場窓口の血圧計の隣りに設置されたエイトラインクーポンパネル

氏　　名 電話番号
西　村　カチヱ ７８－２１２５ 松木田 中野平 新　町
佐　藤　ト　ミ ７８－２０４４ 下通り 舘　神 中通り 大久保
長　峯　典　子 ７８－３２３２ 中　里 田　中 下栃棚 長　峯
小　坂　良　子 ７８－２３５１ 小　坂 上栃棚 羽井内
工　藤　茂　雄 ７８－２７１１ 鹿　田 扇ノ沢 大欠平 丹内沢 南　町
橋　端　孝一郎 ７８－２６３８ 女ヶ崎 川　代 田茂代 水　沢
滝　沢　昭　次 ７８－２５４９ 滝　沢 荒　巻 長　崎 樺ノ木 大　畑 一ノ沢
横　道　アヤ子 ７８－２３９４ 浮　口 大谷地 横　沢 崩 釜　坂 間明田 平 西越田中
佐　藤　悦　子 ７８－２４５８ 郡　司 中　崎 堂ヶ前 西　越
佐　藤　久美子 ７８－２２８５ 戸来地区主任児童委員
佐　藤　　　恵 ７８－２４４９ 西越地区主任児童委員

お
得
な
エ
イ
ト
ラ
イ
ン
ク
ー
ポ
ン
た
だ

新郷温泉館のお得な入浴回数券役場窓口の血圧計の隣りに設置されたエイトラインクーポンパネル
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　寒さ厳しい季節となり、積雪や凍結のた
め、検針作業が困難になることが予測され
ます。
　この場合、前回分の使用水量で請求（一部
例外を除く）し、過不足分は次回検針で精算
します。
（例）12月末、２月末を認定水量で請求し、
４月末の検針で精算。
　凍結による漏水などが発生した場合、検
針での発見が遅れて、４月末請求金額が多
額となる恐れがあります。水抜き栓や凍結
防止ヒーターなどを活用し、凍結事故のな
いよう、十分ご注意ください。
問い合わせ先：建設グループ
　　　　　　　℡ ７８－２１１１（内線４０４）

冬期間の水道メーター検針について
　村では経済的理由により就学困難な学生の保護
者に対し、奨学金の貸付を行っています。対象と
なる学校や、貸与される金額は次のとおりです。 
◇ 公・私立高等学校・・・月額２万円以内 
◇ 国立高等専門学校・・・月額２万円以内 
◇ 公・私立大学・・・・月額６万円以内 
◇ 公私立短期大学・・・・月額６万円以内 
・奨学金申込書は教育委員会にあります。
　お手数でも教育委員会までお越しください。 
・申込受付期間は次のとおり。
　平成26年２月３日（月）～平成26年２月28日（金）
　（※受付期間を過ぎての申込みはできません。） 
問い合わせ・申込先：教育委員会
　　　　　　　　　　℡ ７８－２１１１

≪奨学生募集のお知らせ≫
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新郷村一般家庭防火診断実施結果概要報告
　平成25年12月１日（日）及び平成25年12月８日（日）の両日、一般家庭防火診断書に
基づき村内各家庭を巡回し防火診断を実施した結果、下記の指摘事項について速や
かな交換、改修等が必要となります。
１．火災警報器の設置について
　今回村内を巡回調査した結果、７２３件中（不在件数を除く）７１３件で設置が確認されま
した。設置率は９８.６％となり、県内でも上位にあたります。
　但し、法令に基づく火災警報器を設置する場所は、寝室の天井又は壁の上部です。また２階
に寝室がある場合は、階段の上部にも必要となります。設置率は、６２.１％となります。
　未設置の家庭はもとより、設置済みの家庭においても、火災から大切な家族の命を守るた
め、自分自身の命を守るため、必要な場所への設置をお願いします！

２．消火器について
　普及率は横ばいですが、設置されている消火器のうち、購入から期間が過ぎているため、
点検を要するものが数件見られました。専門の機関（業者）に確認してもらいましょう！

３．ガス器具及びＬＰＧの管理について
　ゴムホースの損傷は見られませんでした。ガス漏れ
警報器は、全世帯で設置が確認されました。

４．電気配線について
　　　タコ足配線が５件ありました。
５．石油ストーブ、燃料（灯油）の管理について
　ホームタンクの固定不良が５件、煙突の眼鏡石の
未使用が１件、タバコの吸殻の安全確認や火気周囲の
整理整頓が不備も見られました。

甘草を使った商品を試飲、
試食する参加者

９　広報しんごう　H25・12
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します。
（例）12月末、２月末を認定水量で請求し、
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　凍結による漏水などが発生した場合、検
針での発見が遅れて、４月末請求金額が多
額となる恐れがあります。水抜き栓や凍結
防止ヒーターなどを活用し、凍結事故のな
いよう、十分ご注意ください。
問い合わせ先：建設グループ
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　村では経済的理由により就学困難な学生の保護
者に対し、奨学金の貸付を行っています。対象と
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◇ 公私立短期大学・・・・月額６万円以内 
・奨学金申込書は教育委員会にあります。
　お手数でも教育委員会までお越しください。 
・申込受付期間は次のとおり。
　平成26年２月３日（月）～平成26年２月28日（金）
　（※受付期間を過ぎての申込みはできません。） 
問い合わせ・申込先：教育委員会
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　平成25年12月１日（日）及び平成25年12月８日（日）の両日、一般家庭防火診断書に
基づき村内各家庭を巡回し防火診断を実施した結果、下記の指摘事項について速や
かな交換、改修等が必要となります。
１．火災警報器の設置について
　今回村内を巡回調査した結果、７２３件中（不在件数を除く）７１３件で設置が確認されま
した。設置率は９８.６％となり、県内でも上位にあたります。
　但し、法令に基づく火災警報器を設置する場所は、寝室の天井又は壁の上部です。また２階
に寝室がある場合は、階段の上部にも必要となります。設置率は、６２.１％となります。
　未設置の家庭はもとより、設置済みの家庭においても、火災から大切な家族の命を守るた
め、自分自身の命を守るため、必要な場所への設置をお願いします！

２．消火器について
　普及率は横ばいですが、設置されている消火器のうち、購入から期間が過ぎているため、
点検を要するものが数件見られました。専門の機関（業者）に確認してもらいましょう！

３．ガス器具及びＬＰＧの管理について
　ゴムホースの損傷は見られませんでした。ガス漏れ
警報器は、全世帯で設置が確認されました。

４．電気配線について
　　　タコ足配線が５件ありました。
５．石油ストーブ、燃料（灯油）の管理について
　ホームタンクの固定不良が５件、煙突の眼鏡石の
未使用が１件、タバコの吸殻の安全確認や火気周囲の
整理整頓が不備も見られました。
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新郷村国民健康保険診療所
休診のお知らせ 　下記の日はバスが運休しますので、ご了承

ください。
●無料バス（みずばしょう）
12月29日（日）～１月３日（金）及び１月５日（日）
●患者輸送バス
12月28日（土）～１月５日（日）
お問い合わせ：企画グループ

℡ ７８－２１１１

　12月29日（日）～26年１月５日（日）までの８日
間は、年末年始等のため、休診させていただき
ますので、御了承願います。

新郷村国民健康保険診療所　℡ ７８－３１１１

　今回新しく配置された救急車の特徴は、防振機能や遮音性が向上し、傷病者の方を考慮した設計になっているほか、
救急救命士などが処置を効率的に行えるよう、室内空間を共有するとともに、各種資器材の配置を使用しやすいように
見直し、最新の救急資機材を積載しました。また、警告灯関係にはＬＥＤを多く使用し、消費電力を大幅に抑えています。
消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで（℡７８－２１１９）　火災救助・救急は119番へ

年末年始のバスの運休について

十和田地区環境整備事務組合

　平成26年度に十和田地区環境整備事務組合が
発注する入札等に参加を希望するかたは、次に
より申請してください。

◎申請区分および有効年度
◆物品及び建設コンサルタント（平成26年度）
※中間年の受付となりますので平成25年受付
期間に申請されたかたは不要です。

◆建設工事（平成26・27年度）

◎提出要領および組合指定様式は、組合ホーム
ページからダウンロードできます。

◎受付期間
◆平成26年１月15日から２月15日
　（土・日、祝日を除く）

◎提出・問い合わせ先
十和田地区環境整備事務組合事務局総務係
ＴＥＬ：０１７６－５５－２１７８
　　　　http://www6.ocn.ne.jp/̃kansei6/

十和田地域広域事務組合

○申請区分及び有効年度
①物品の製造請負、売買または役務提供等
　（平成26・27年度）
②建設工事および測量・建設コンサルタント等
　（平成26年度）
※②は中間年の受付となりますので、平成25年
　受付期間に申請された方は不要です。
○受付期間
平成26年１月15日～平成26年２月15日
（土日祝日を除く）
　※郵送の場合は期限日までに必着
○提出書類
統一様式又は組合指定様式
※提出要領及び様式は組合ホームページで
　ダウンロードできます。
　http://www.towada-kouiki.jp/
○問い合わせ・提出先
十和田地域広域事務組合　総務課
住　所：青森県十和田市大字伝法寺字大窪60番地３
ＴＥＬ：０１７６－２０－８１００
ＦＡＸ：０１７６－２０－８１１５

しょうぼう情報　∞∞∞　五戸消防署西分遣所からのお知らせ　∞∞∞

五戸消防署西分遣所の救急車が新しくなりました。

西分遣所に新しく配置された救急車 車内の様子

指名競争入札等参加資格審査
申請書の受付について

競争入札参加資格審査申請書
の受付について

お知らせ
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青森県交通対策協議会  平成25年11月30日現在

　平成26年４月１日から消費税及び地方消費税の税
率が８％に引き上げられます。
　また、総額表示義務について、税込価格であると
誤認されないための措置を講じていれば、税込価格
による表示をしなくともよいとする特例が設けられ
ました（表示例：100円（税抜き））。
　詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）
をご覧ください。

　11月17日のＣＭ審査会で、
新郷村が制作したＣＭがアイ
ディア賞をいただき、審査発
表会の模様が放送されますの
で、ぜひご覧ください。

★青森朝日放送（ＡＢＡ）
　放送日：１月４日（土）午後３時～午後４時25分
　再放送：１月13日（月・成人の日）
　　　　　午後１時55分～午後３時20分　平成26年４月からの保育所への

入所児童を募集します。
　希望する方は、役場住民グループ
で申し込み手続きをしてください。

★入所できる基準
　生後２ヶ月から小学校就学前で、
保護者や同居の家族が仕事や病気などのため
家庭に保育する方がいない児童
★申込受付期間
　平成26年１月６日（月）～平成26年１月31日（金）
※他の市町村の保育所へ入所を希望される場合は、
１月17日（金）までに申し込みしてください。

★受付場所　　新郷村役場住民グループ
★申込方法　　保育所入所申込書及び源泉徴収
　　　　　　　票など必要書類を提出してくだ
　　　　　　　さい。

問・申　住民グループ
　　　　℡ ７８－２１１１（内線６０２）

消費税及び地方消費税が変わります

平成26年度保育所入所児童を募集します

※詳しくは、青森労働局ホームページからも
　ご覧になれます。
　（http://aomori-roudoukyoku.jsite.whlw.go.jp/）
※お問い合わせは、青森労働局労働基準部賃金室へ。
　TEL 017－734－4114　FAX 017－734－5821

平成25年 県内の交通事故概況平成25年 県内の交通事故概況

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

11月中 年間累計 高齢者の死者
（65歳以上の人）
夜間の死者

歩行者の死者

飲酒運転による死者

自動車乗車中の死者

非着用死者

４０３件
（－５５）

４，４７４件
（－２１６）

７人
（＋１）

４２人
（－１０）

３０人
（＋６）
１９人

（－１０）
１４人

（－１０）
４人

（＋２）
２０人
（＋３）
７人

（＋３）

４９８人
（－９５）

５，５２３人
（－２８７）

発

　
生

年
齢
別

夜
状
態
別
飲

　
酒
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

死
者
の
状
態

死

　
者

傷

　
者

　
編
集
を
終
え
て

　新
幹
線
の
ト
イ
レ
に
並
ん
で
待
っ
て
い
た
ら
、
隣
の
車
両
か

ら
70
歳
後
半
と
思
わ
れ
る
お
じ
い
さ
ん
が
歩
い
て
き
て
、「
こ

れ
は
、
ど
こ
に
ナ
ゲ
ル（
捨
て
る
）の
？
」と
私
に
聞
い
て
き

た
。
お
じ
い
さ
ん
は
、
車
内
で
買
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
容
器
を

持
っ
て
い
た
。
私
は
と
っ
さ
に
、「
あ
っ
ち
」と
ゴ
ミ
捨
て
場
の

方
を
指
差
し
て
あ
げ
た
。

　ま
た
あ
る
日
、
食
材
を
買
い
物
カ
ゴ
に
詰
め
て
レ
ジ
に
並
ん

で
い
る
と
、「
そ
の
チ
ョ
コ
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
お
い
し
い
で
す

か
？
」と
隣
の
レ
ジ
に
並
ん
で
い
た
婦
人
か
ら
言
葉
を
か
け
ら

れ
た
。
確
か
に
、
下
の
段
の
カ
ゴ
の
一
番
上
に
は
チ
ョ
コ
ま
ん

じ
ゅ
う
の
袋
が
乗
っ
か
っ
て
い
た
が･･･

私
は
そ
の
菓
子
を

一
度
も
食
べ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、「
お
い
し
い
で
す
よ
。

そ
こ
に
あ
り
ま
す
」と
教
え
て
あ
げ
た
。
家
へ
帰
っ
て
、
恐
る

恐
る
菓
子
の
袋
を
開
け
て
食
べ
て
み
た
。
お
い
し
か
っ
た
。

　な
ん
だ
か
知
ら
な
い
が
、
人
に
よ
く
話
し
か
け
ら
れ
る
私
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　（
Ｅ
）

毎月１日は「県民交通安全の日」15日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加 わたしもやります“交通安全”

“第13回ふるさと自慢わがまちＣＭ大賞”で
新郷村がアイディア賞受賞！
審査発表会の模様が放送されます！

青森県特定（産業別）最低賃金改正のお知らせ

（参考）

青森県最低賃金 665 10月24日 654

青森県特定（産業別）
最低賃金件名

改正内容 効力発生日 改 正 前

時間額（円）（平成25年）時間額（円）

鉄鋼業 787 12月21日 777

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

721 12月21日 712

各種商品小売業 714 12月21日 705

自動車小売業 753 12月21日 743
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ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

とっても緊張したおゆうぎ会。
がんばって踊ったら、お母さん
が「上手だったね」とたくさん
ほめてくれました。

福山　瞳花さん（さくら組）
さくら組みんなで「南中ソーラ
ン」を踊りました。踊りが難し
くて、覚えるのが大変でした
が、かっこよくできました。

奥山　佳利奈さん（さくら組）
とう かふくやま か り なおくやま

12

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり
良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

むつき
January

１月
睦 月

畠　山　心　菜ちゃん
Ｈ24・10・１生
（地区）戸来
（パパ）賢寿
（ママ）幸子
パパとママのねがい

たくさん食べて、元気いっ
ぱいに育ってほしい。優し
い子になってね♥

人の動き
男　1,371人（－５人）
女　1,465人（－２人）
計　2,836人（－７人）
世帯数948世帯（±０世帯）
（平成25年11月30日現在）
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むらのガイド

平成26年

ガーネット（柘榴石）
̶ 友情・忠実 ̶誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１４年１月
行　　事　　等 備　　　考

はたけ やま ここ な

日 曜

みんなで支える
国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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８
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う
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ス
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タ
2013

（
関
連
記
事
５
ペ
ー
ジ
）

１ 水 ●元旦
５ 日 消防団出初式

６ 月 官庁仕事始め
新郷温泉館休館日

８ 水 行政相談 山村開発センター２階　相談室

総合福祉センター

総合福祉センター

美郷館

美郷館

特定健診（～10日）

10 金 資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
健診結果説明会

11 土 村民憲章推進大会兼生涯学習フェスティバル
13 月 ●成人の日

15 水 ３学期始業
特定健診（～17日）

17 金 資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
乳児・１歳６ヶ月・２歳児健診

18 土 平成26年新郷村新春の集い
20 月 新郷温泉館休館日
22 水 特定健診（～24日）
24 金 資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
27 月 新郷温泉館休館日
29 水 特定健診（～31日）

村小中学校スキー大会
燃えないごみ収集日

31 金 国民健康保険税普通徴収第４期納期限
介護保険料普通徴収第４期納期限
後期保険料普通徴収第４期納期限
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